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学位論文題名 

色記憶の変容とその規則性 ―色に関する既存の知識体系の影響― 

 

・当該研究領域における本論文の研究成果 

本研究の成果として、以下の 5点を挙げることができる。 

第１に、従来は類似した構造を持つと考えられていた 10±3 程度の基本色カテゴリの空間的広

がりとその内部にあるカテゴリの代表色であるフォーカルカラーの位置が基本色によって大きく

異なることを示したことである。これには自作したカラーチャートを用いたことが寄与している。 

第 2 に、フォーカルカラーと色記憶における変化の規則性を、基本色カテゴリ分類の個人差を

考慮することで明確化したことが挙げられる。従来研究は，カテゴリ構造を不変のものとして扱

い、個人によって異なるフォーカルカラーを基準に変化を算出する方法は取られていない。呈示

色が参加者にとってどのカテゴリに属し，フォーカルカラーからどれだけ知覚的に離れた色かと

いう枠組みでみると，個々の色の記憶は、フォーカルカラーとの位置関係によって決まり、2次元

の表色空間上においてフォーカルカラーの方向に変化し、かつその変化量はカテゴリの周辺部ほ

ど大きい。 

第 3 に，色が物体に着色された場合、フォーカルカラーよりも物体の典型色方向に色記憶が変

化することをカテゴリ境界色を使った記憶実験とカテゴリ分類課題を通して検証したことが挙げ

られる。物体色の記憶では，抽象的な基本色カテゴリよりも，具体的な物体の色情報が優先され

る。物体としてあり得る色の範囲や実在の比率が異なるため、物体色カテゴリは基本色カテゴリ

よりも数が多いだけでなくその構造も複雑であるが、色記憶の変化特性の検討によってこの知識

系の関与を実証した。 

第 4 に、色認知に関する修正モデルを提案して、色記憶の変動を定量的に説明したことが挙げ

られる。従来モデルでは基本色カテゴリはおおよそ同じ広さの範囲を持ち，フォーカルカラーは

カテゴリの中央に位置すると想定された。記憶変化量は呈示色がフォーカルカラーの時に最も小

さく，左右どちらの方向にも変化が偏らない。また，2つのカテゴリの境界付近の色を呈示した場

合は，２つのカテゴリに影響され変化が両方向になり，変化量は相殺される。しかし本研究にお

いて基本色カテゴリごとに特性を考慮し修正された。また物体色の記憶変化についても，色面で

の基本色カテゴリとフォーカルカラーの仕組みとほぼ同じ働きを持つ物体色の範囲と典型色によ

る色記憶の機構を上記のシステムの下位に組み込むことでうまく説明する。物体色を認識する際

の基準はフォーカルカラーよりもその物体の典型色が優先される。 

第 5 に、研究方法における新しい試みの有効性が挙げられる。本研究では一貫して心理的等歩

度に近い独自に設計したカラーチャートを使用している。これにより紫―赤間に関する見えの改

善や既存の表色系の標準色よりも色間隔を狭めた刺激を多数使用することが可能になった。また

普及版のアプリケーションにプログラムを組み込み動作させることで，特殊な呈示ソフトの無い

PC を利用して、複数の参加者に同時に実験を実施している。参加者にとっても，マウスの簡単な

動作で再認や分類ができることは理解もしやすく，課題遂行に伴う負担の軽減や実施時間の短縮

にも繋がったと評価できる。 

 



 

・学位授与に関する所見 

基本色カテゴリとフォーカルカラー、物体色の範囲と典型色という 2 段階のシステムとその相

互作用を仮定した色記憶の変動モデルは、斬新な実験方法や得られた結果の明解さによって強い

説得力を持つといえる。またそれぞれに個人差を想定した適切な可変性をモデルに設定すること

で柔軟性や経験による変容もうまく記述している。しかしながら、この一般的モデルを人工知能

等の社会的要請に応じる形で運用するには，物体の色典型性が多彩でかつ未知の部分が多いこと

もあり、本研究で作成されたカラーチャート等による調査や分類等の作業が今後も必要となる。

また本研究では主に記憶検索時の効果を検証したが，記銘時などより前段の過程についても検討

すべきである。その他、色相変化を中心とした限定された色の範囲の問題も指摘された。また色

に関する知識は経験によって後天的に獲得されるものであり，個人が属する文化や物体を見かけ

る頻度などによって知識内容に差が生じる可能性があり、さらなる研究が必要かもしれない。限

定された実験の結果ではあるが、提案された論理は明確であり、その汎用性に関する上記の問題

点の多くは、今後の研究の進展によって解消されることが可能であり、本論文の意義を損なうも

のではないという審査委員一同の意見である。 

以上を総合的に評価し、本審査委員会は全員一致して本論文が博士（文学）の学位を授与され

るにふさわしい水準であるとの結論に達した。 

 

 


